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小川暁博
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今
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は
、長
崎
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に
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探
る
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創業明治40年、初代小川啓太郎、二代目小川仙之助、
三代目小川暁博。小川凧店は、伝統的な手づくり一筋
の凧店として、平成5年に県の伝統工芸品の指定を受け
る。�

●長崎市風頭町11- 2　TEL.095-823-1928
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この日の小川さんの仕事であるビードロ
ひき。柱と柱の間に張られた何十本も
のヨマにガラスの粉を何度も塗っていく。�

長崎のハタには、ヨマにガラスの粉を�
のり付けしたビードロヨマが使われる。�

ハタの命ともいえる骨組み。バランス
を見ながら真竹を丁寧に削っていく。�

厳しく、時にはやさしく、職人の目が
ハタに注がれる。�
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小川凧店（長崎凧資料館）�


